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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代アメリカ小説が「翻訳」という現象に接近しているのではないかとい
う視点から、21世紀の創作を理解することを試みたものである。第一にアメリカ合衆国の外に生まれ、英語を母
語としない移民作家による、英語での創作においては、創作する行為それ自体が、言語横断的な「翻訳」という
要素を含みこまざるを得ない。一方で、アメリカ作家たちは、特定の土地を描くに際しても、土着性ではなく、
それが他の土地と代替可能であることを重視する（アンソニー・ドーアなど）。その根底にあるのは、翻訳研究
で翻訳可能性／不可能性をめぐる議論でもしばしば言及される、「交換可能性」という概念である。

研究成果の概要（英文）：This research aims to understand contemporary American fiction, including 
both U.S.- and foreign-born writers in English, as part of the wider phenomenon of “global” and “
translated” fiction. Immigrant writers’ narratives often pay close attention to the dynamics of 
power between layers of narrative, for their act of writing itself is a cross-linguistic maneuver. 
U.S. writers, on the other hand, increasingly commit themselves to a fabulist style, in which one 
setting is described as always interchangeable with another; namely their style, though in a 
different form from immigrant writers, is based on the idea of translatability.

研究分野：現代アメリカ文学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を進めていく契機となったのは、

アメリカ文学が 21世紀に入り、「アメリカ

とは何か」という主題から次第に離れ、よ

り無国籍的（すなわちグローバル的）な作

風を選ぶ傾向を強めていること、そして、

その現象がアメリカ生まれの作家たちのみ

ならず、移民作家、あるいは移民にルーツ

を持つ作家たちにも共通して見られること、

という二点を総合的に検証する必要性が出

てきたことによる。 

 もちろん、Caren Irrによる Toward the 

Geopolitical Novel (2014)など、移民作家を取

り上げてその新しい傾向を分析しようとす

る研究は登場してきている。ただし、それ

らはアメリカ合衆国自体の相対的な存在感

の低下という、アメリカ小説の大きな潮流

を視野に入れてその現象を捉えるには至っ

ていない。また、国民文学という全体があ

るがゆえに、「無国籍化」を最大の特徴と

する 21世紀英語文学の創作全体をまとめ

るような枠組みを提示するには不十分なま

まにとどまっている。英語がグローバル通

貨のような役割を果たす現在の世界におい

て、アメリカから登場する移民の小説が、

母国語と英語をはじめとする複数言語の力

関係と、ときには緊張をはらんだ摩擦を特

徴としていることは、より注目されてしか

るべきであるといえる。それらの問題系を

整理し、現代アメリカの創作に内在する原

理としての「翻訳」という全体像を提示す

ることが、本研究の出発点となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、現代アメリカ小説が「翻訳」と

いう現象に接近しているのではないかとい

う視点から、21世紀の創作を理解すること

を試みたものである。その研究を遂行して

いくにあたっては、以下の二点が中心とな

った。 

 (1)アメリカ合衆国の外に生まれ、英語を

母語としない移民一・五世の作家による、

英語での創作の台頭である。移民二世が英

語で創作を行うケースが、20世紀において

は移民文学の主流をなしていたが、21世紀

においては、移民受け入れ政策の変化など

も影響して、移民が即ミドルクラスに参入

して作家活動を始める、あるいはそうした

移民の家族として同行した子供が英語教育

を受けて作家になるといったケースが増加

している（中国生まれのイーユン・リー、

旧ユーゴスラビア出身のテア・オブレヒト

など）。これら一・五世の作家は、しばし

ば母国を舞台とする物語を書くことを選ぶ

が、その際、母国やそこでの出来事は固有

名を伏せられ、程度の差はあれ寓話化され

る傾向にある（オブレヒト、サルバドール・

プラセンシア、ダニエル・アラルコンなど）。

そこでは、書き手が母国語とのあいだに一

体感を感じてはおらず、かつ、英語という

創作手段にも完全に同化しきれていないと

いう問題が大きな役割を果たす。言い換え

れば、こうした書き手たちは、創作する行

為それ自体が、言語横断的な「翻訳」とい

う要素を含みこまざるを得ないことに対し、

極めて自覚的である。ダニエル・アラルコ

ンやアレクサンダル・ヘモンは特に、そう

した問題を物語の展開の中心に据えること

によって、翻訳と文化・言語間の緊張関係

に迫ろうとしている。 

 (2)アメリカ小説の一つの重要な主題とな

っていた、「ロード」や「移動」の物語を

継承する作家が、ジョナサン・フランゼン

以降は顕著に減少していることである。従

来の移動の物語とは、様々な土地と登場人

物との出会いを通して「アメリカ」の姿を

描き出そうとする、土着性の強いジャンル

であったという一面を持つ。これに対して、

新たに登場してきたアメリカ作家たちは、

特定の土地を描くに際しても、土着性では



なく、それが他の土地と代替可能であるこ

とを重視する（アンソニー・ドーア、ある

いはアダム・ジョンソンなど）。その根底

にあるのは、翻訳研究で翻訳可能性／不可

能性をめぐる議論でもしばしば言及される、

「交換可能性」という概念である。ある土

地と別の土地が交換可能であること、さら

には、ある登場人物と他者との間に共通理

解が成立しうると仮定することによって、

そうした新たな土着性の文学は成立してい

ると考えられる。「共感」という主題は、

まさにその中核にあるものとして、たとえ

ばドーアの諸作品においては決定的な役割

を担っている。 
 これらの作家たち・文学テクストを総括
的に論じることが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、複数の小説を取り上げ、 (1)

個々のテクストについての精読の試みだけ

でなく、(2)テクストにおける土地や語りの

なかの権力関係という主題的特徴を抽出し

て接続するという横断的な試みを併せて採

用している。そのため、(1)については文学

批評において小説テクストを論じるという

手法を採用し、(2)については「翻訳的」と

いう枠組みを重視するなかに個々のテクス

トを位置付けるという方法論を採用してい

る。それらは、学会発表を経て論文化・書

籍化され、一定の成果を発表するに至って

いる。 

 同時に、主に研究で取り上げる作家たち

へのインタビューを積極的に試みたほか、

そうした書き手の小説を日本語に翻訳紹介

することを通して、一次資料である小説テ

クストの認知にも努めた。 
 
４．研究成果 

 アメリカ作家における寓話性、非英語圏

出身の英語作家たちによる母国を寓話化す

る物語など、グローバル化を踏まえた作風

についての見取り図を、本研究期間中に単

著『ターミナルから荒れ地へ』（2016年）

として発表する機会を得た。一般向けの著

作であるために、理論的な側面を大きく打

ち出すには至らなかったが、現代アメリカ

小説の動向を報告するとともに、それがグ

ローバル化の時代のなかで他地域の英語で

の創作とも共振するものであることを論じ

るという目標については達成できたものと

考える。 

 同時に、アメリカ小説の動向をより広く

一般社会に認知してもらう機会として、放

送大学の番組『世界文学への招待』に参加

する機会を得た。担当した二つの章におい

て、アメリカ文学を「戦争」と「移民文学」

の二つの観点から紹介している。前者はア

メリカ小説のひとつの伝統であった戦争文

学の流れを整理・紹介し、後者はそうした

伝統を多様化させていく移民たちの記憶を

中心として整理することで、現代アメリカ

文学の見取り図を提供することを目指した。 

 また、個別の作家・作品について、小説

テクストの分析を行った論文を発表した。

英語論文（ダニエル・アラルコンとミロス

ラフ・ペンコフにおける「ロード」概念の

変形を論じたもの）、日本語論文（ダニエ

ル・アラルコンとアレクサンダル・ヘモン

における「翻訳」概念を論じたもの）を発

表した。 

 土地の交換可能性という主題が、アメリ

カ生まれの作家と移民作家に共通して見ら

れることについては、概念的な見取り図を

日本語論文「「偶然の土着性」と二一世紀

アメリカ作家たち：交換と共感をめぐって」

として発表した。 

 その他、日本におけるアメリカ文学の翻

訳受容について、『アメリカ文化事典』に

寄稿したほか、現代の移民・難民作家たち

の作品を日本語に翻訳（イラク出身の作家

ハサン・ブラーシムなど）して紹介する機

会を得ている。 
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